
 
 

事 業 報 告 書 

１ 支 援 団 体 名 NPO 法人 アシスト・パル・オオイタ 

２ 事 業 名 称 大分川ダムフラワー大作戦 

３ 実 施 日 時 平成 29 年 4 月 1日～平成 30 年 3 月 31 日 

４ 実 施 場 所 大分県大分市大字下原 

５ 事業目的、内容 

  及 び そ の 効 果 

（事業実施状況・内容） 

13 年目に突入した大分川ダムフラワー大作戦。ダム完成が視野に入り周辺

畑と植樹地の下草刈り作業年間 6回実施。地元ボランティア団体に子ども 

園の参加も増えて世代間が充実。ダム周辺の里山保全環境づくりは完成後

も継続を目標に合意形成ができた。（主作業下記） 

 5 月 20 日 夏の作業準備（枯草除去、整地作業） 

 5 月 27 日 植栽作業 花苗（パンジー、ひまわり、キンギョソウ、さつ

まいも苗 3種他）と雑草防止シート張り 

 7 月 22 日 花枯草摘み、のり面草刈り、植樹地の下草刈り（1回目） 

 9 月 9 日 植栽地の草刈り（2回目） 

10 月 28 日 秋の作業準備（枯草の除去と整地作業） 

11 月 11 日 植栽作業 花苗（ビオラ、スノーボール、ナデシコ等）   

      さつまいも堀り作業（地元幼稚園、保育園に贈答） 

（事業実施効果） 

・ダム完成を視野に展望台周辺を訪れる人が増えてきたが同時にゴミや空

き缶も目立つので地元ボラ活動風景を掲示、美化協力を啓発努力中。 

・ダム完成後は現状エリアの環境保全はもとより、ダム周辺 7 キロ（湖面

を囲む）に桜と紅葉、又ローズマリーなど荒地に低木を少しずつ植樹し

育成管理していくことを地元ボラ団体と合意、目標にしている。 

・13 年目子どもから高齢者 参加者延べ 4276 人。 

６ 参 加 内 訳 

総人数                        ３８５ 名 

（１）主催者参加                          １９ 名 

（２）日本人参加（（１）を除く）                  ３６６ 名 

（３）外国人参加（（１）を除く）              ０ 名 

７ 今 後 の 方 針 

（課題）ダム完成後、その周辺７キロ（湖面を囲む）の植樹と育成管理を

目標にしている。また地域をはじめ都市部でも高齢化が顕著なため、当法

人が核となり行政と地元のマネジメントを継続し、ダムを観光資源として 

小さな経済を創造、活性化に繋げるため観光客の参加型企画も検討。 



5 月 20 日 各種肥料撒き 5 月 27 日 作業前・全員集合 

7 月 22 日 畑とのり面等草刈り 9 月 9 日 枯れ花摘みと雑草抜き 

10 月 28 日 冬の花植替え準備 11 月 11 日 冬の花苗・植栽 


